
、
中
国

・
宋
時
代

（十
～
十
三
世
紺
）
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
環
存
す
る
三
点
全
て
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

茶
碗

「曜
変
天
目
」
。
そ
の
再
現
に
挑
ん
で
い
る
瀬
戸
市
上
儡
野
町
の
陶
芸
家
長
江
惣
吉
さ
ん
金
じ
の
個
展

「曜

一
Ｔ
長
一
惚
吉
展
」
が
七
凋
三
十
「
は
で
、
一理

‥巾美
一柳
館
で
開
か
れ
て
い
嫁
一一
　
　
　
　
　
　
　
（堀
井
聡
子
）

の
碗

国
宝
の
曜
変
天
目
は
、
黒
い
釉

蒙
の
中
に
現
れ
る
瑠る
ル
色
の
斑
紋

が
特
徴
だ
が
、
製
法
は
謎
に
包
ま

れ
て
い
る
。
　

　

，

長
江
さ
ん
が
二
〇
〇
六
年
に
再

現
を
試
み
た
二
つ
の
曜
変
天
目
茶

碗
は
、
星
の
よ
う
な
斑
紋
が
漆
黒

の
闇
に
浮
か
び
ヽ
光
に
か
ざ
す
と

全
体
が
虹
色
に
照
り
輝
く
。
片
手

に
収
ま
る
ほ
ど
小
さ
な
碗
の
中

に
、
宇
宙
が
広
が
つ
て
い
る
。

「今
ま
で
二
万
個
作

っ
て
き
た

が
、
人
に
見
せ
ら
れ
る
も
の
は
こ
　

　

ノ

の
二
つ
。
国
宝
は
も
っ
と
き
れ
い

　

↓
ス
ハ

で
、き
ら
め
き
が
違
う
」
と
話
す
ｏ　
　
口ヽ

Ｄ

長
江
さ
ん
は
、
明
治
初
期
か
ら
　

●
・Ｃ
一

続
く
窯
元
の
九
代
目
。
層
変
大
目
　
ニ
ト
上

の
研
究
は
先
代
の
父
が
始
め
た
　
い
コ
群

が
、
二
十
二
年
前
に
亡
く
な
つ
　

Ｌ
上
メ

た
。
生
前
は

「歴
史
あ
る
窯
元
と
　
ｒ
ｌ．
一

し
て
地
道
に
焼
き
物
を
作
る
方
が
　
一
匡
″

大
切
」
と
研
究
に
反
対
し
て
い
た

　

ｒ
嘔
】る

が
、
父
の
死
を
き

‐っ
か
け
ｔ
研
究

　
Ч
”職
ｎ

を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
¨

目1個展天変曜
Ｆ

ｌ

　

・

察
。
当
時
の
窯
跡
や
土
の
成
分
な

だ
。　
　
　
　
　
　
・

・
ど
を
調
査
し
て
原
料
を
入
手
し
、
　

　

「曜
変
天
目
と
称
し
た
碗
を
作

製
法
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き

っ
て
い
る
現
代
の
陶
芸
家
は
多
い

た
。
　

　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
ど
れ
も
重
金
属
を
表
面
に
塗

・
そ
の
結
果
、
焼
成
中
に
窯
の
温

っ
て
化
学
反
応
さ
せ
た
も
の
ば
か

度
が
下
が

っ
て
い
く
と
き
ｌこ
‐当
律

り
。
そ
の
製
法
で
は
年
月
が
た
つ

を
投
入
し
、
酸
性
ガ
ス
を
発
生
さ

と
劣
化
す
る
。
国
宝
の
分
析
結
果

せ
る
こ
と
で
釉
薬
の
表
面
を
化
学

で
は
重
金
属
は
使
わ
れ
て
い
な

変
化
さ
せ
、
鮮
や
か
な
斑
紋
を
生

い
」
と
断
言
す
る
。

研
究
に
つ
い
で
父
に
詳
し
く
教

で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
曜
変
天
目

み
出
し
た
と
確
信
し
た
。
長
江
さ

　

昨
年
十
二
月
、
・テ
レ
ビ
東
京
の

わ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
ほ
ぼ

一
か

の
産
地

・
福
建
省
建
窯
へ
の
渡
航

ん
が
作

っ
た
二
つ
の
曜
変
天
目

・番
組

「開
運
―
な
ん
で
も
鑑
定

ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
つ
た
。
父
の
代

が
解
禁
さ
れ
、
計
二
十
八
回
視

は
、
こ
の
製
法
で
再
現
し
た
も
の

団
」
で
曜
変
天
目
茶
碗
が
取
り
上

■
■
・　
　
げ
ら
れ
た
。

「本
物
に
間
違
い
な

Ｆ
〓　
二

い
」
と
二
千
五
百
万
円
の
鑑
定
額

・
　

が
つ
い
た
が
、
長
江
さ
ん
は
■
本

物
の
曜
変
天
目
で
は
な
い
」
と
異

議
を
唱
え
、
注
目
を
集
め
た
。

長
江
さ
ん
は

「国
宝
は
昨
日
作

ら
れ
た
よ
う
に
色
鮮
や
か
。
国
宝

レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
研
究
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
も

迫

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
ｆ

会
場
で
は
、
長
江
さ
ん
作
の
曜

変
天
目
だ
け
で
な
く
、
長
江
さ
ん

一
■
一
一・
●
一
一
■
　
， 一
ｉ
〓
一
・
一一
‐

■

■

●

―
■
―
●

■
‥

０
天
目
茶
碗
ば
か
り
が
並
ぶ
会
場
と
長
江
さ
ん

０
青
と
黒
の
複
雑
な
色
合
い
や
虹
の
よ
う
な
輝

き
が
内
側
に
広
が
る
長
江
さ
ん
作
の
躍
変
天
目

茶
碗
＝
い
ず
れ
も
瀬
戸
市
美
術
館
で

点
も
展
示
し
て
い
る
。

開
館
時
間
は
午
前
九
時
ヽ
午
後

五
時
。
七
月
十

一
日
体
館
。
入
館

料
は

一
般
三
百
円
、
高
大
生
三
百
・

円
、
中
学
生
以
下
と
六
十
五
歳
以

上
は
無
料
。
◎
同
館
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に
生
み
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